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この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

５・６年生が千歯こきと足踏み脱穀機を体験（10月24日）

糖尿病と認知症を知ろう
市民健康講座・認知症講演会

講演後の座談会では、認知症関係者が意見を交わしました

「よいしょ」の掛け声とともに餅つきをする参加者

収穫を喜び地域に感謝
寺田地区「地域ふれあい収穫祭」

　地域ふれあい収穫祭は11月９日、寺田小体育館で
開かれ、全校児童５３人と地域住民が一緒についた餅
を味わい交流を深めました。
　もち米は地域の農家の協力のもと、田植えから脱
穀まで児童が体験。地域住民を招待し、餅や豚汁な
どをふるまい収穫を祝いました。おなかを満たした
後は、日頃お世話になっている交通指導隊らに感謝
状を贈呈したり、地域の人たちに合唱を披露したり
し、感謝の気持ちを伝えました。

　市主催の市民健康講座・認知症講演会は11月16日、
西根地区市民センターで開かれ、参加者約２００人が糖尿
病の予防や認知症ケアについて理解を深めました。
　講座では、西根病院の梶原隆副院長兼内科長が糖尿
病の原因などを説明。講演会では、若年性アルツハイ
マー型認知症と診断された丹野智文氏（おれんじドア
実行委員会代表）が、認知症当事者でしか分かり得ない
本音や経験談などを語り「認知症を理解して、みんな
で支えあう社会をつくりましょう」と呼び掛けました。
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松○マークの記事は、地域おこし協力隊の松本侑子隊員が取材。広報で伝えきれなかった内容は、
同協力隊が運営している移住・定住情報サイト「はちまんたい通信」で紹介しています。 はちまんたい通信

伝承₁₂₅年に培われた技
市芸術祭特別公演「倉沢人形歌舞伎」

演目「奥州安達原 三段目 袖萩祭文の場」の一場面

本市で起業した３人がパネリストとして登壇

起業で活力ある地域を
第13回市男女共同参画フォーラム

布アート活動の集大成
布を切って貼って描いた布アートの絵本完成

講師らと一緒に完成した絵本を眺める入居者（前列）

　市男女共同参画フォーラムは11月16日、荒屋コ
ミュニティセンターで開かれ、男女が共に活躍でき
る地域づくりに向け、参加者が理解を深めました。
　講演では、ジオファーム・八幡平の船橋慶延代表
が「八幡平に新しい風を！﹂と題し、馬とマッシュ
ルーム栽培の関係や今後の課題、取り組みを紹介。
パネルディスカッションでは、本市で起業する意味
や働きやすい環境づくりなど、経営者としての観点
で意見が交わされました。

スポ少ユニフォームでたすきをつ
なぐ市スポーツ少年団駅伝祭り

（₁₁月４日、松尾総合運動公園）

結婚生活₆₀周年を迎えた夫婦に褒
状が贈呈されました（₁₁月₁₃日、
市ダイヤモンド婚を祝う会）

臨時医師として田山診療所に勤務
する高大哲医師に辞令を交付（₁₁
月５日、市役所）

今年も黒澤社長（左）から教育長に市
内児童分の安比高原スキー場リフト
券が贈られました（₁₁月₁₁日、市役所）

発表聞き人権に向き合う
中学生による人権尊重に関する意見発表会

　第2４回中学生による人権尊重に関する意見発表会
は1０月３０日、松尾中で開かれ、参加した同校生徒と関
係者ら約2００人が人権について理解を深めました。
　盛岡地域から選ばれた9校の代表者が、日々の経験
で学んだことや感じたことなどを発表。本市からは同
校２年の古川真

ま い

愛さんが「周りと関わりながら……」
をテーマに、自己表現する怖さを抱えながらも、勇気
を出して行動したことで、自分に自信を持ち、目標に
立ち向かえるように変われた経験を伝えました。 自分を変えたいと思う人へ自らの経験を伝える古川さん

次世代農業で団地再生へ
高石野団地熱水ハウス12棟建設の安全祈願

　㈱八幡平スマートファーム（兒玉則浩社長）は1０月
25日、高石野団地IoT次世代施設園芸事業安全祈願
祭を現地で行い、約6０人が工事の安全を願いました。
　来年4月末までに22０平方㍍の熱水ハウス12棟を
建設。令和 3 年度までに5０棟へ増やし、バジル栽培
などを通じて、地域の農業振興や雇用拡大につなげ
る計画です。すでに上寄木団地の熱水ハウス5棟で
もバジルの水耕栽培の実証実験を行っており、休止
中の高石野団地での本格展開を目指します。安全祈願を終え、関係者へ感謝を述べる兒玉社長

ステージ巨大スクリーンに映されたぷよぷよ大会決勝

ゲームを通じ交流広がる
G019サミット㏌APPI

市民憲章推進大会でルワンダの教
育を考える会のマリールイズ理事
長が講演（₁₁月３日、松尾コミセン）

　岩手ｅスポーツ協会（遠藤徹也代表）は11月16日、
ホテル安比グランドで、ゲームの交流イベント

「G019サミット」を初めて開きました。
　県内外から約2００人が参加し、ゲームの対戦会で
交流を深めたほか、ステージ発表やトークショーも
開かれ、会場は盛り上がりをみせました。
　遠藤代表は「年齢や性別、身体的なハンデに関わ
らず、誰もが楽しめるイベントになるように、交流
の輪を広げていきたい」と力を込めました。

　市芸術祭特別公演は11月4日、西根地区市民セン
ターで開かれ、歌舞伎の舞台を人形に置き換えて演じ
る倉沢人形歌舞伎（花巻市）が披露されました。
　公演では4演目が披露され、観客は、奥行きを設け
た舞台で繰り広げられる人形の繊細な動きと歌舞伎
の語り口に魅せられました。
　倉沢人形歌舞伎は、創始者である菅野常次郎が歌舞
伎を習い、人形芝居として明治27年に創始。現在まで
伝承され、県の無形民俗文化財に指定されています。

　ケアハウス・アーベイン八幡平（箱石裕施設長）の
入居者は1０月2３日、布で挿し絵を描くことで立体感と
温もりがあふれる絵本を完成させました。
　同施設が入居者に文化的な活動をしてもらおうと
取り入れた布アート。野菜や花を描くことから始め、
これまで大判の絵も手掛けてきました。活動9年目
となる今年は、絵本に挑戦しようと入居者自らが発
案。講師やボランティアの助けを得ながら、約半年
をかけて2０枚の挿し絵を描き上げました。
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